
 
 中部学院大学医療体験セミナー  

 日 時： 平成２８年９月３０日（金）１０：３０～１２：３０ 

 場 所： 中部学院大学関キャンパス   参 加：生徒希望者４名 教員１名 

 内 容： 医療現場で活躍する人材になることを目指し、大学の体験授業、施設見学等を体験する。 

 今回は、中部学院大学でのリサーチツアーの報告です。当日は学生さんたちもたくさんいらっ

しゃったので、お邪魔にならぬよう気をつけながら講義のようすを拝見しました。 

 

◇ 妊婦の方・新生児に対するケアを学ぶ講義  

 大学の概要について説明を受けた後は、実習授業見学です。妊婦の方の身体の特徴を学んだり、

新生児に対するケアを実習するときには、本物の人体そっくりな実習器具を使うのですね。真剣

に取り組む学生さんのそばで見学を続けます。 

 

◇ いよいよ「模擬講義」開始です  

 施設見学の後は、いよいよ中部学院大学の先生方による模擬講義です。「フィジカルアセスメ

ント」というテーマでした。「フィジカルアセスメント」とは、問診・打診・視診・触診などを

通じて、患者の身体に触れながら、症状の把握・異常の早期発見を行うことです。 

 最初は、内臓の位置の確認から。心臓・肺・胃はわかるけど、腎臓は、肝臓は？はどこだっけ？

…。思い出した後は実際に、「心臓病診察シミュレーター」を使い、高性能聴診器「リットマン」

で心音を聴きました。注意すると、正常な心音との違いが少しずつわかってきます。 

 数時間の研修でしたが、とても中身の濃い有意義な研修でした。 

 

◇ 参加した生徒の感想  

・先生方や学生さんが親切に教えてくださって、とてもうれしく思いました。やる気も出ました。 

・将来の仕事のイメージが固まりやる気が出た。しっかり勉強をして必ず夢を実現したい。 
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